龍蛇族直系の日本人よ!　１
その超潜在パワーのすべてを解き放て-浅川嘉富
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■私のもとに集まるすべての情報が｢一つの大きなシナリオ｣を描いていた
･日本神話に隠された人類創世における｢龍蛇(りゅうだ)族｣の役割｡地球が今直面している存亡の危機への対処法をどう学ぶか｡
･先史文明､ＵＦＯの目撃情報､宇宙､人類との関わり､アセンションに関する情報､実際の体験
･整合性､一つの大きなシナリオの一コマ､ジクソーパズルが組みたてられているよう　⇒著書　
■｢世にも稀な人々｣との出会い

･2008年春　マヤ族のドン･アレハンドロ長老来日
･マヤ族とプレアデス星人とのかかわり⇒2010年正月BS-TBS｢2012年12月21日　マヤ暦の真実｣という番組
･2008年　マリオリッツオ･カヴァーロ氏(イタリア人)と⇒クラリオン星人
･ベトル･ホポット氏(旧チェコ)
■聾者の学生大会における｢死後の世界｣について講演

■高千穂峡への予期せぬ旅が｢新たな使命｣を直感した
第1章 証拠はゾロゾロ出てくる―アカデミズムが絶対認めない日本人のルーツ､龍蛇族系宇宙人の血脈
･高千穂峡－日本神話の原風景

･高天原はどこにあったのか？

･天宇受賣(あめのうずめ)命の舞が伝わる高千穂神社(高千穂峡付近)
･｢岩戸隠れ伝説｣は太古の天変地異を表すものか

･天照大御神の異名

･神代文字で書かれた宇宙神のお名前

･幣立神社－神漏芸(かむろぎ)の命と神漏美(かむろみ)の命という二柱の神が宇宙船を思わせる｢目の玉｣に乗って降臨したという説－『青年地球誕生』(明窓出版　春木秀英･伸哉宮司)
･15000年の命脈持つ御神木の前で

･数百代に及ぶ皇統譜が意味するところ
･上記､竹内文書､九鬼文書､富士宮下古文書､上代天皇紀､｢皇祖皇太神書｣－異なる神代文字､偽書？
･4つの時代区分－宇宙開闢､上古25代､不合朝73代､神倭期

･古代エジプト史ではさらにそのまえに｢神々の時代｣｢半神半人の時代｣が登場する｡
･｢隠れ宮｣幣立(｢へいたて｣とは※ホピ語で｢扉を開ける｣という意味)神宮の再登場
･1995年に再開､5年に1度｢五色神(人)祭｣－黄色人種(大本となった)⇒赤･(ネイティブ･アメリカン)､青(南アジア人)､白(ヨーロッパ人)､黒色人種(の順に派生)､による御霊の和合と魂の目覚めのための聖なる儀式
･神武天皇以前は天空浮船(あめのうきふね)にのって世界巡幸を行い､世界を16方位に分けて統治-『竹内文書』

⇒｢日章菊形紋＝16弁菊花紋｣⇒古代遺跡の中に存在
･ジュディス･カーペンター氏
･ラルフ･クレイグ･カーペンター氏
･大嘗祭ゆかりの神殿が幣立の地にあった
･世直しの原点･幣立神社

･分水嶺の頂上を引き返すか､越えていくかは私たち一人ひとりに任されており､今の不安の世界を継続していくのか､それとも峠を越えて新しい景色を見るのかは私たち自身の問題です｡－『青年地球誕生』(春木秀英宮司)
第2章 神話に見る｢龍と人類の混血｣―神武天皇も龍のお姿をしていた!
･トロイ(イリオス)の発見一般的に､ハインリッヒ･シュリーマンによって発掘された遺跡がイリオスに比定されている｡神話ではかなりの規模を持った都市国家であるが､現在発掘によって確認される遺跡は城塞程度の規模
･海幸彦と山幸彦の説話
･｢和邇(わに)｣の正体を探る　⇒　鮫(サメ)
･八尋和邇⇒｢ダ龍鏡｣※龍に似た姿をした生命体
･龍宮⇒海底都市､龍と人類の混血

･ドン･アレハンドロ長老｢マヤ族の祖先はプレアデスからきた神々によって文明開化を果たしたのです｣⇒ククルカンは翼を持つ蛇の姿で遺跡の壁画に残されている｡
･フーリオ･ロペス氏と発掘研究

･マリオリッツオ･カヴァーロ氏⇒地球の海底や地下には４次元世界の都市がいくつか造られている｡水棲の爬虫類や両生類に近い生物を異星人たちが遺伝子操作したことで人類が創造されたと伝えている｡
･松崎村の川端の家にて二代まで続けて川童の子を孕みたる者あり『遠野物語』
･沖縄本島や久高島でキジムナー(※樹の精､沖縄版河童)､ヒジムナーという知的生命体の訪問
･富氏(とようじ)一族の伝承によると出雲族には｢龍蛇族｣の末裔としての自覚がある｡(※？)(我々は祖国を偲んで竜蛇(セグロウミヘビ)を祀るのが習わしであった｡)
･龍と人間は仲良く平和に暮らしていた｡⇒人間形に変身､種族を超えて結婚｡古代中国｢宇宙創生論｣⇒龍蛇(だ)族
･神武天皇の驚くべき容姿の意味

･背の高さ3m15cm､角､背びれ､即位年齢115歳『先代旧事本紀大成経』､ノアの年齢と同じ(※旧約聖書で｢ノアの洪水｣が起きたのがノアが600歳のとき(創世記第7章)｡
･50個の土簡(タブレット)に記された真実の歴史

･永野采女
･『先代旧事本紀大成経』は本当に偽書か？
･潮音道海

･伊雑(いざわの)宮－志摩国の一宮

･世界中に見られる龍蛇族の痕跡

･日本の原始宗教は蛇神と蛇から神託を得る｢蛇巫女｣を中心－吉野裕(ひろ)子

･太古の日本に蛇を崇拝対象とする｢龍族｣－『契丹古伝』
･日本最古の神社､大和国の一宮､奈良､大神(おおみわ)神社の御祭神は蛇神､三輪山はトグロ､諏訪大社､神社と龍､蛇との関わり

･シュメール神話-エンリルと母神が産みだした魔物
･ヘブライ神話､神々の息子､｢アウィーム｣すなわち｢蛇｣､※｢ネフィリム｣
･中米初期の王族は蛇神の子孫-※ククルカン=羽毛のはえた蛇の形で表される水や農耕に関わる蛇神でのことで､メキシコのアステカ神話ではケツァルコアトル｡この蛇神を祀るピラミッドがある｡
･イラン人は王のことを｢マー｣(ペルシャ語で蛇)と呼んでいた｡現在のイランにあたるメディアにおいてイラン人は｢龍の子孫たち｣と呼ばれていた｡
･古代ヘブライ語の聖典『ハガター』－外観の変化の様子｡
第3章 封印された龍蛇族の真実―人間は龍神の分身でその子孫
･高次の神界に住まう龍神たちが世界を創造した

･出口王仁三郎と『大本神諭』『伊都能売(いずのめ)神諭』『霊界物語(全83巻聖書の約５倍)』

･世の建て直しのために蘇った国常立尊(みこと)
･この世界の建て直しのために荒神である国常立尊の力が再び必要とされはじめたということだろう｡
･ちょうどそのころ19世紀後半あたりから西洋では霊界通信によって霊的世界の情報が大量にもたらされている｡この一致は霊的世界において大きな変革が進行していたことの証でもあった｡
･元からの竜体持たれた荒神様でないと今度の御用は出来んのざぞ『日月神示』
･小桜姫が語る龍神と龍宮の世界

･龍神といふのは一口に言へば元の活神つまり人間がこの世に現れる前からこちらの世界で働いている神々じゃ｡時として龍の姿を現すから龍神には相違ないがしかしいつもあんな恐ろしい姿で居るのではない｡…
実は人間は龍神の分霊､つまりその子孫なのじゃ｡ただ龍神はどこまでもこちらの世界の者､人間は地の世界の者であるから､幽から顕への移りかわりの仕事はまことに困難で長い長い歳月を経て漸くのことでものになった…
･人類は龍蛇族から創造された！
･現在の進化論とは違っている｡
･龍神と申しているが龍神にも二通りあるぞ｡…日月神示
･人間は猿ではなくて宇宙人というか知的生命体というが､そのＤＮＡを当時いた恐竜類というか､爬虫類に遺伝子操作をして羽を持った蛇をつくった｡…ケツアルコアトルのような｢羽の生えた銀色の蛇｣ということです｡
テンプル騎士団が十字軍に行き世界のターニングポイントになった｡…ソロモンの宮殿から真実なるものを見つけてしまった｡その真実の一つは神はドラゴンの姿形をしていたということ｡…人間は宇宙の世界から来た人たちが地球にいた生命体に遺伝子を移植することによってつくったものです｡ですから､始まりはレプタイル要するに爬虫類､両生類でした｡ドラコニアンの写真､『クラリオン星人はすべてを知っていた　創造起源へのタイムトラベル』―マリオリッツオ･カヴァーロ氏
･龍蛇族は神か悪魔か？
･デーヴィッド･アイク『大いなる秘密爬虫類人(レプリアン)』『竜であり蛇であるわれらが神々』
･レプリアン－オリオン系
･ジュード･カリヴァン｢日本の縄文にこれからの世界を救う鍵がある｣と考えている｡
･ワイタハ族のポロハウ長老

･浅川嘉富の守護霊はプレアデス星団のある星から来た高位の宇宙人－和宏少年の指摘

･マヤ人を導いてきた有名な神様と同じ存在でケツァルコトアル神のこと
第4章 ムー大陸の中心｢日本｣が､龍の身体そのもの―龍宮城は龍蛇族の海底基地!?
･日本列島が現在の形になったのは太古に起きたカタストロフィの結果―『霊界物語』
･ホッポーオーカネと呼ばれる巨大大陸の神話
･モウケン(溺れた人々の意)族－大変興味深いことに､この優れた水中視力は､現在､海上で生活をし､水中眼鏡なしで漁をしている､いわゆる海モウケン族においてのみ認められたのではなく､何世代も前に陸上に上がって陸上生活をしている､いわゆる陸モウケン族においても認められた｡すなわち､この優れた水中視力は､海モウケン族が水中眼鏡なしで漁をするという現在の過酷な日々の環境により鍛えられて獲得されたものではなく､何千年ものモウケン族の海上生活の歴史の中で自然選択による最適化､すなわち遺伝子変異が起こり､すでにDNAに書き込まれている情報であると思われます｡(2004.12.18サイエンスミステリー　フジテレビ放映より)
･沖縄の神話における天国｢ニライカナイ｣
･与那国島の海底遺跡

･琉球族､アイヌ､熊襲

･古事記が示唆するプレアデスとオリオンの戦い
･ムー大陸(空中都市もしくは3･5次元)―ルカファミリー､シリウスからプレアデスを経由とアトランティス大陸―オリオン星人
･龍宮城は龍蛇族の海底基地であった
･『クラリオンからの伝言　超次元スターピープルの叡智』､ソロモン諸島のマライタ島の伝承話
･祇園神社の山車
･熊野速玉大社末社､神倉神社｢お灯祭り｣
･かつて瀬戸内海に龍蛇族の都市があった
･広島の呉『霊界物語』
･安芸の宮島『宇宙人遭遇への扉』
･日本とレムリア文明圏との関係

･奈良県の天川､天橋立､松島は超古代の研究拠点

･安芸の宮島はプレアデスと地球をつなぐ｢扉｣の一つ
(約３～10万年前)アトランティス大陸崩壊前まで
･ゼータ･レチクル人⇒アジア人発祥の地は日本でプレア
デス人との関わり､富士山は地球のクラウン･チャクラ－リサ･ロイヤル氏
･世界の霊的な中心地としての日本

･日本は地球のヘソのようなもの｡宇宙からのエネルギーを一番ストレートに受ける特別な聖地です｡実はイエスも､ブッダも…日本にきたことがある｡瞑想により日本に霊魂として訪れてこの地に住む神霊と交わり､多くのことを学び悟った｡－ベラ･コチェフスカ(ブルガリア､1992年11月来日) 伊勢神宮参拝｡参考文献｢文芸春秋｣H5.3号

･天照大御神は男性神か!?
･伊勢神宮外宮は国常立尊＝豊受大神＝大元神､内宮は天照大御神説－外宮禰宜職の度会氏の説
･伊勢神宮の深奥の秘儀｢心の御柱｣も蛇を象徴したもの

･『ホツマツタヱ』-真書であれば日本の国の創建と古代日本の文明を明らかにする書物ということになる｡
･国常立尊－大気､天照大御神－山川海､白龍－動植物､恐竜の三神が地球創世に関与

･まもなく龍蛇族が我々の前に姿を現す！

①地球創成期には龍蛇族(龍神系宇宙人)が関与｡中心は国常立の尊｡天界の下に神界と仏界
②人類は龍蛇族のＤＮＡをもとに創造された水棲動物

③龍蛇族系はプレアデス人､シリウス人｡ゼータ･レチクル人は？

④レプリアン､オリオン系の一部宇宙人が闇の勢力

⑤かつて龍蛇族はムー大陸とムー文明を統治｡オリオン系宇宙人率いるアトランティスじんとの間に争いがおこり､ムー大陸一部の日本が残った｡
⑥九州高千穂峡､幣立神社

⑦綿津見神(わだつみ･海神)の宮は神界の龍宮城の写し､半物質で造られた龍蛇族系宇宙人の海底基地の一つ
⑧日本はプレアデス人の影響を強く残す地､プレアデスと地球をつなぐ世界有数の｢次元の扉｣が開いた地の一つ
⑨伊勢神宮外宮と祭祀神と龍神様
⑩｢闇の勢力｣と龍蛇族系宇宙人

･まもなく龍蛇族は天空にその姿を見せることになるかもしれない｡先入観を捨て､心の目で物事を見ることのできる人ならそれがかつて我々を産み育て､共に暮らした崇高な存在であることに気づくはずだ｡
･嘘を見抜き､正義感が強く､凄い知識を持つ｡
･隠し事やごまかしの利かない世になる｡
第5章 アセンション迫る!―竜蛇族の蘇りと日本人の果たすべき使命
【里奈さん※沖縄在住､20代一児の母の体験】
･宇宙船に乗せられる－光の生命体との会話｡記憶消去､
･地球内部の住む龍蛇族のヴィジョン
･宇宙人との遭遇－夢と現実生活の両方で
･見せられたヴィジョンと今生での宿題－2006年の年末､しばしば今生での宿題を思い出すための学習｡守護霊や指導霊の役割｡
･アブダクション(仮説的推論)体験－2009年より約半年間
･カタストロフィ発生のヴィジョン－2010年あたりからの変化⇒地球規模の一大異変との遭遇場面｡ビッグチェンジの到来
①マヤ暦よりは長かったけれど意外に早く終末が訪れるヴィジョン｡別の次元(アセンション後の世界)に誘われた｡⇒木村秋則『木村さんのリンゴ　奇跡のひみつ』⇒
②街でたくさんの人が倒れているヴィジョン｡ナビゲーターから特別な秘薬の情報を得た｡
③水飢饉と食糧不足のヴィジョン｡しかし､上空にはＵＦＯが浮かんでいたが､気づく人と気づかない人がいた｡
④500機近い宇宙船が人類救済に来ているヴィジョン｡
⇒渡辺大紀『宇宙船　天空に満つる日』･ワンダラー(宇宙人の魂が地球人として転生した存在)としての役目を全うした渡辺氏の著書･ＨＰより

http://oikaiwatachi.jp/interview/interview.html#tennkaranokoe
⇒古い地球｢サラス｣は大浄化を経て新しい惑星｢アルス｣に生まれ変わる⇒地軸の変化による地震､噴火､洪水などの大艱難に遭遇する｡
それを目前にしたある日､心を開いた人々を救うために､空には地球を覆うほどの宇宙船が出現する｡
◎現在､天空を満たしている宇宙船は､他の遊星からやってきたものです｡
◎この宇宙船は､日本だけではなく､全世界のすべての国々の上空にきています｡
◎この宇宙船は､私たちを攻撃にきたのではありません｡
◎この宇宙船には､宇宙人が乗っています｡彼らは愛深き私たちの兄弟姉妹であり､私たちと同じような姿をしています｡彼らは､この太陽系の遊星はもちろん､他の太陽系の遊星からも､私たち地球人に､援助の手をさしのべるためにやってきたのです｡
◎地球は､進化のための｢世の終わり｣を間もなく迎えます｡
◎地球に､｢新しい周期｣がやってきました｡古い地球､古い世は終わり､新しい地球､新しい世がやってきました｡今の地球に､大きな変化が起こるのです｡
◎この変化は､地球と人類､全生命が､新しい段階に進化するために､どうしても通過せねばならない変化です｡天体物理現象を伴う大変化の時期こそ､地球の文明､文化､および地球人の心と魂が､飛躍的に進化向上するのです｡
◎心を落ちつけて､静かに聞いてください｡地球の地軸が､数日後に､急激に傾きます｡
◎その際には､地震､津波､などの大変動が起こります｡
◎これからお伝えする地方の人々は､ただちに､すみやかに､これから指定する地点に向かって出発してください｡ＯＯ地方の方はＯＯへ､ＯＯ地方の方はＯＯへ｡
◎この放送を､お聞きのみなさん､ただちに､今､申し上げた地点に出発してください｡
◎たとえ｢集合地点｣に到着できそうになくても､その地点の方向に向かって進んでください｡その地点に向かって進んで行くという｢意志｣がきわめて大切です｡
◎｢集合地点｣に向かって､あらゆる努力をつくして進まれる方は､なんらかの方法で､必ず救われます｡
◎交通機関が使えなければ歩いてください｡その地点に向かって一歩でも近づくという意志と努力をしてください｡これは､なによりも大切です｡
◎赤ちゃん､幼児､子供は連れて外に出てください！
◎地球の大変化のときにあたり､はるかな宇宙の彼方から地球人類を救いにやってこられた宇宙の兄弟姉妹に､心からの感謝の念をもって､この放送を終わります｡
しかし､これらの放送が繰り返された後､全天を覆い尽くしていた宇宙船は一瞬のうちにすべて消え去ってしまうようだ｡その結果､消えていた照明や使えなくなっていた電話は完全に復旧するという｡
･政府から｢宇宙船からの呼びかけに対応するように｣という指示が出されることは決してないだろう｡
･人々は安心して元の生活に戻る｡
･一人ひとりの心のありようが問われるときが来る｡
⑤宇宙船の目撃情報が多発する中､食糧危機や奇怪な伝染病の蔓延などによって暴動が起きようとしていた｡そんな状況が続くある日､突然､政府から指令が出される｡何月何日に各都市が定めた指定の場所に集合するようにというものだった｡⇒その瞬間､心を開いた人たちには別のメッセ一ジ(もしかすると､先のメッセージ)が届けられて､政府の指示する場所とは反対の方向にむかうことになる｡中には自分と同じ方向に向かう人に出会う｡
⑥ＵＦＯが救済にくるヴィジョン｡車のヘッドライトが点灯しなくなる｡宇宙船から早く乗るようにという合図｡
⑦目覚めると部屋の様子がすっかり変わり､心の中も幸福感に満ちあふれたヴィジョン｡初めてあった女性の訪問者と目と目が合った瞬間｢おめでとうございます！｣という言葉｡
無事アセンションを果たしたことが分かった｡
【ジェイソンさん※里奈さんの夫､アメリカ人､普天間駐留中に知り合い結婚､の体験】

･宇宙人としての特徴
①並はずれた記憶力
②頭痛に苦しみ､時々情報を消去するようだ｡
③並はずれた運動能力

④骨折の怪我後､劇的な速さで回復

⑤大出血と裂傷の後､翌日綺麗に治っていた｡
⑥大学の定期的血液検査で明らかになった｡
⑦強靭な内臓を他人にも共有させられる｡
⑧人の心を読む力にも卓越している｡
⑨子孫の残し方､地球人との混血種を作ることが目的

･パラレルワールドを訪ねる
･睡眠中のヴィジョンで､龍体になり本当の人生の目的を思い出す
･激怒したとき､頭が次第にゴツゴツしてきてゴリラのようになったのを妻が目撃した｡
【子どもさん､Ａ君の体験※里奈さん､ジェイソンさんの子ども､取材当時6歳】

･アセンションを予告する子ども
･2才ごろから｢ギャンドルという宇宙人の友達がいる｣｢宇宙船に乗った｣
･人の心が読める｡
･クリスタルチルドレン､インディゴチルドレン､スターチルドレン､レインボーチルドレン⇒高次元の存在を見ることもできるため､周囲の大人たちは驚かされる｡
･アセンションってバーバーには分からないよね｡でもダディーやマーマは知っているよ､と言う｡
･2011.3.11の東日本大震災の発生前後あたりから､Ａ君は前にも増して宇宙船を見ることが多くなった｡同じ宇宙船には乗らないからよく覚えておいてね､と念を押す｡
･地球は大艱難を経て水晶のような透明な星となる｡
第6章 自然災害と見せかける地震兵器による戦争が仕掛けられているのか!?
･東日本大震災は｢闇の勢力｣が起こしたものか
信じられないという方も非常に多いと思いますが､日本で起きた地震は偶然のものではありません｡
日本だけでなく､世界のほかの場所で起きていることは､あなたがたの人生､あなたがたの世界を支配するひと握りの人々の権力による圧迫にすぎません｡残念ながら､あなたがたはやがて､この圧力に立ち向かい､特定の､今のところまだ明らかになっていない可能性のある手段を用いて､これが永久に続くわけではないことを彼らに見せつけるように運命づけられています｡人々が一つに結束する日がやって来ますが､それまでにまだ多くの事が変化し､熟さなければなりません｡あなたがたは自分の弱さや信仰心､何らかの欠点によって試されるかも知れません｡しかし､よりよい世界の存在を信じ続け､自然界と善への愛を抱き続けるなら､あなたがたは生き残り､何よりもよりよい暮らしを得ることができるでしょう｡
あなたがた日本人は､その信じる心と驚くべき謙虚さで､じきにこの脅威を乗り越え､この圧力と痛み､不安定さのおかげで計り知れないほど大きな悟りの感覚を手に入れるでしょう｡あなたがたには受け入れがたいことでしょうが､今回のことは起こるべくして起こったことであり､またそのおかげであなたがたは勝利し､今までよりずっと大きな力と､互いの絆を手にすることができるのです｡またあなたがたは､人生には不公平なことや､権力の策略も多くあり､その打撃をもろに受けるのは普通の人々なのだ､ということもいやいやながら理解するはずです｡でも､耐えてください､宇宙はあなたがたの方へ手を差し伸べています｡いつか必ず､なぜ今このことを伝えようとしているのかが､理解できる時が来ます｡過去の奥深くにくすぶる､あなたがたの前世から残る不条理は浄化され､今許すことができれば､やがてあなたがたは勝利者となります｡あなたがたの国は再びその足で立ち上がり､以前よりも美しさを増すでしょう｡自分たちの歩みを止めてしまうようなことは何もしようとせず､宇宙から公平性が戻ることを必ず信じていてください｡ミルカ･バヴェルコヴァ(チェコ)
･リチャード･コシミズ､3.11後の富士山付近の地震を指摘－4回のうち1回は3月15日でＭ6.2
･震源地近くのエリアで地震発生の早朝8時ごろから無言電話が鳴り続けていた｡⇒何回か連続するようなら警告の可能性がある
･9.11同時多発テロの背景にうごめく｢闇の勢力｣の影
疑問
①軽飛行機を操縦できる程度のテロリスト犯があの細いビルに対し､正確に機首を向けられたのか？
②２機目は民間機ではなかった｡窓がなかった､という証言
③上空１万ｍの旅客機から家族に電話が入ったという証言は本当か？
④２棟のビルが旅客機であれほど見事に崩落したのか？ビル崩壊用爆薬では？
⑤世界貿易センターまでもが一緒に崩れたのか？リモコン操縦装置､爆薬点火指令室等があったからでは？
⑥ペンタゴンの破壊された穴のサイズが小さいのでは？⑦なぜ世界中のテレビに一部始終が放映されたのか？
⑧ツインタワーに常勤する人数は５万人近いのになぜその日は半分しか出勤していないのか？死者の数2749人(消防士､旅客機乗客を含む)で済んだのか？ユダヤ系社員4000人近くが出社していなかった
⑨ブッシュ大統領はすぐに｢これは､我が国に対する宣戦布告である｡直ちに報復をせねばならない｣と宣言したのか？
⑩なぜ長時間にわたって迎撃機の出撃命令が出なかったのか？
⑪ペンシルバニアの墜落現場と発表状況が食い違う｡
⑫事件翌日全米で一切の民間航空機の飛行が禁止されていたにもかかわらず､アメリカ各地に散在していたビンラディン一族を最寄りの飛行場でピックアップしてロンドンへ移送したのはなぜか？
･ケミカル･トレイル(ケムトレイル)と化学物質(病原菌)の空中散布の関係
･『霊界物語』と『日月神示』が明かす最終決戦の様相

前にも建替はあったのざが､三千世界の建替ではなかったから､どの世界にでも少しでも曇りあったら､それが大きくなって､悪は走れば苦労に甘いから､神々様でも､悪に知らず知らずなって来るのざぞ｡それで今度は元の生神が天晴れ現はれて､悪は影さへ残らぬ様､根本からの大洗濯するのぞ､神々様､守護神様､今度は悪は影も残さんぞ｡早よう改心なされよ｡建替の事学や智では判らんぞ｡六月二十八日､あめのひつくのかみ｡　ひふみ神示第11巻松の巻/([image: image1.png]


つの[image: image2.png]


キ)全廿九帖　第十二帖(303)
･3.11後被災地を中心にＵＦＯの目撃談がかなりの数にのぼってきている｡
･神界の龍神を交えたプレアデスやシリウス星の龍蛇族系宇宙人の連合軍､それにオリオンの三獣神が後ろ盾となったアストラル界に拠点を置く邪悪な存在との戦いである｡⇒自然災害や戦争は人々に恐怖心を起こさせ恐れや憎しみ､悲しみといった負の連鎖を引き起こす｡そこから発生するマイナスのエネルギーは邪なる存在にとって何よりの御馳走であり､最高の糧となる⇒プラスのエネルギーの充満する場所は何より苦手⇒この世にマイナスエネルギーが充満したため､多くの龍神たちは地上から去って行った｡⇒悠長なことを言っている場合ではなくなってきたため､龍神たちは神界から大挙して地上に戻り､地球と人類の再生のために活動を始めた｡⇒毒薬2001年～｢テロ行為｣⇒自然災害に見せかけた地震や噴火の誘発による恐怖心と争いの心⇒2010年のメキシコ湾の石油噴出事故⇒祈りのパワー､プレアデス､シリウスの宇宙人の援護
･邪悪三獣神①オリオン②イリス③ライーム－ユダヤ密教の｢生命の木｣に絶対三神が登場⇒地球や人間の波動上昇(アセンション)を阻止し､人間の奴隷化

第7章 これから起こること―地を這いずり回る人でなく､空を飛ぶような人となれ!

･死後の世界をあらかじめ知っておけば恐れることは何もない｡
･神世のひみつと知らしてあるが､いよいよとなりたら地震かみなりばかりでないぞ､臣民アフンとして､これは何とした事ぞと､口あいたまま何うすることも出来んことになるのぞ､四ツン這ひになりて着る物もなく､獣となりて､這ひ廻る人と､空飛ぶやうな人と､二つにハッキリ分かりて来るぞ､獣は獣の性来いよいよ出すのぞ､火と水の災難が何んなに恐ろしいか､今度は大なり小なり知らさなならんことになりたぞ｡一時は天も地も一つにまぜまぜにするのざから､人一人も生きては居れんのざぞ､それが済んでから､身魂みがけた臣民ばかり､神が拾ひ上げて弥勒(みろく)の世の臣民とするのぞ､どこへ逃げても逃げ所ないと申してあろがな､高い所から水流れるやうに時に従ひて居れよ､いざといふときには神が知らして一時は天界へ釣り上げる臣民もあるのざぞ｡人間の戦や獣の喧嘩位では何も出来んぞ､くどう気附けておくぞ､何よりも改心が第一ぞ｡八月の二十六日､[image: image3.png]


のひつくのかみ｡ひふみ神示第3巻富士の巻(二二のまき)第十九帖(99)
･カタストロフィが絶頂を迎えて大混乱をきたし､口あいたままどうすることもできないような状態になったときに､各人の魂のあり方が真に問われることになるのがよく分かる｡魂の行く先が大きく二手に分かれることになるのは避けがたいことなのである｡
･飢えた獣のようになる人と､心穏やかに他との調和を保ちながら生きる人に大きく二分される｡
･人類の意識を高めるために､銀河の中心から大量に注がれ始めている生命エネルギーがそうさせているのである｡その結果､魂の行く先が大きく二手に分かれることになる避け難いことなのである｡
※参考資料…｡三分の一の人民になると､早うから知らせてありたことの実地がはじまっているのであるぞ｡何も彼も三分の一ぢゃ､大掃除して残った三分の一で､新しき御代の礎と致す仕組ぢゃ､三分六ヶ敷いことになっているのを､天の神にお願い申して､一人でも多く助けたさの日夜の苦心であるぞ､カンニンのカンニン､ガマンのガマンであるぞ､九[image: image4.png]


(光ノ神)の花咲くぞ｡五十黙示録第01巻扶桑の巻　第七帖(856)
･今回のＭ9.0の東日本大震災では宮城県や岩手県で陸地が最大で約4ｍ東に移動し､70センチ沈降した､その結果､地軸が約10センチずれたことが確認されている｡
※参考資料－東日本大地震により､地球の地軸が動き､一日の長さが短くなった可能性があるという｡米航空宇宙局(NASA)のジェット推進研究所のリチャード･グロス博士らが計算結果を明らかにした｡博士によると､｢今回の地震が計算可能な唯一の地震だ｣という｡他の地震では､その影響度があまりに小さすぎ､計算が不可能｡
･その時点までの覚醒の進捗状況やカルマ(※めぐり)の大小などによってさまざまな選択肢が用意されており､それに沿って進むことになる｡大艱難に遭遇して死に直面することになったからといって､恐怖心を持ったり絶望したりしてはならない｡
･死という現象がどういうものであるのか､死後の世界がどうなっているのか､自分はどこからやってきた存在なのかといった点をしっかり理解し､無用な恐怖心やこの世に対する執着心を少なくしてさえおけば何も心配することはないのだ｡
･大事なことは､天地の｢まぜまぜ現象｣によって肉体を離れたとき､一時も早くおのれの死を自覚すること｡死の自覚がないと､迎えに来られた霊的存在や宇宙人に気づかず､進むべき世界への旅立ちのチャンスを失ってしまうからだ｡⇒大量の死者⇒霊界からの救助者たちが個々の魂を救い導くことが困難になってくるようなので､各自が死の自覚をすることは大事である｡⇒霊的世界に戻ろうとする際に､おのれの死を自覚できずに帰還のチャンスを逸してしまうと､地上界に留まってしまうことになり､行き先を見失ってしまう可能性がある｡
･『2012年アセンション最後の真実』浅川嘉富著より
各自の魂が進む4つの道
①アセンションし､宇宙船に乗る
･仮死状態を経て､五次元の肉体として目覚めた後､宇宙船に乗って自らの魂がやってきた故郷の星へ戻るか､あるいは銀河の新たな領域の探索へおもむく｡人類が一掃された後の地球の再生に携わったり､新たな地球で指導的立場に就いたりすることになる｡
･今に大き呼吸(いき)も出来んことになると知らせてあろうが､その時来たぞ､岩戸がひらけると言ふことは【半分のところは天界となることぢゃ､天界の半分は地となることぢゃ】､今の肉体､今の想念､今の宗教､今の科学のままでは岩戸はひらけんぞ､今の肉体のままでは､人民生きては行けんぞ､一度は仮死の状態にして魂も肉体も､半分のところは入れかえて､ミロクの世の人民としてよみがへらす仕組､心得なされよ､神様でさへ､この事判らん御方あるぞ､大地も転位､天も転位するぞ｡五十黙示録第7巻五葉の巻(ひふみ神示第三十七巻)　第十五帖(978)
②いったん肉体を離れた後､故郷の星へ向かう
･肉体が死んだ後に魂は霊界で再生し､5次元の体を得て､迎えに来ている宇宙船に乗って高次元の故郷の星､あるいは新たな領域の探索に向う｡①のグループと共に新生地球(5次元世界)で暮らす｡
③いったん肉体を離れた後､霊界で再生し､別の三次元星に移動する

･3次元に対する執着が残っているためアセンションせずに地球に代わる星に転生して学びを始める｡
④行き場を失い再生の道が断たれる

･現在幽界(4次元)の低いレベルに留まっている魂や不成仏霊となって地球を離れられない魂は行き場を失い､消滅する可能性もある｡
･今､私たちはどう生きるべきか
･特別なことは何もする必要はない｡
･日常生活において自分のやるべきことに淡々と取り組むことが一番大事

･この世界でやるべきことをやり遂げ､魂の学びをする｡
･現在の生活環境を受入れ､地に足をつけた生活をする｡
･｢いつ死んでもいい｣と思える悔いのない生き方をする｡
･銀河からの生命エネルギーの照射が一段と強くなってくるので多くの方が肉体的な障害や精神的な苦痛に悩まされることになるかもしれない｡
･国常立尊が導く｢ミロクの世｣とは…
･地震の神の御発動は世の中を善美に立替え立直したいための､大慈悲心の御発現に外ならぬ－『霊界物語』

･まず､艱難辛苦を甘受して､おのれの心を律して､その艱難が少しでも小さくてすむように祈ることである｡
･マコトでもって洗濯すれば霊化される､半霊半物質の世界に移行するのであるから､半霊半物の肉体とならねばならん､今のやり方ではどうにもならなくなるぞ､今の世は灰にするより他に方法のない所が沢山あるぞ､灰になる肉体であってはならん､原爆も水爆もビクともしない肉体となれるのであるぞ､今の物質でつくった何物にも影響されない新しき生命が生れつつあるのぞ｡岩戸ひらきとはこのことであるぞ､少し位は人民つらいであろうなれど勇んでやりて下されよ､大弥栄(いやさか)の仕組｡昭和36年(9月1日)､旧…五十黙示録第7巻五葉の巻(ひふみ神示第三十七巻)　第十六帖(979)
･世界丸めて一つの国にするぞと申してあるが､国はそれぞれの色の違ふ臣民によりて一つ一つの国作らすぞ｡その心々によりて､それぞれの教作らすのぞ｡旧きものまかりて､また新しくなるのぞ､その心々(こころこころ)の国と申すは､心々の国であるぞ､一つの王で治めるのざぞ｡天つ日嗣の実子様が世界中照らすのぞ｡国のひつきの御役も大切の御役ぞ｡道とは三つの道が一つになることぞ､みちみつことぞ､もとの昔に返すのざぞ､つくりかための終りの仕組ぞ､終は始ぞ､始は霊(ひ)ぞ､富士､都となるのざぞ､幽界(がいこく)行きは外国行きぞ｡神の国光りて目あけて見れんことになるのざぞ､臣民の身体からも光が出るのざぞ､その光によりてその御役､位､分るのざから､みろくの世となりたら何もかもハッキリしてうれしうれしの世となるのぞ､今の文明なくなるのでないぞ､たま入れていよいよ光りて来るのぞ､手握りて草木も四つあしもみな唄ふこととなるのぞ､み光にみな集まりて来るのざぞ､てんし様の御光は神の光であるのざぞ｡…ひふみ神示第4巻天つ巻/(あ[image: image5.png]


つまき)　第十一帖(148)
･神の世と申すのは､今の臣民の思ふてゐるやうな世ではないぞ､金(きん)は要らぬのざぞ､お土からあがりたものが光りて来るのざぞ､衣類たべ物､家倉まで
変るのざぞ｡草木も喜ぶ政治と申してあらうがな､誰でもそれぞれに先の分る様になるのぞ｡お日様もお月様も海も山も野も光り輝いて水晶の様になるのぞ｡悪はどこにもかくれること出来ん様になるのぞ､ばくち､しょうぎは無く致すぞ｡雨も要るだけ降らしてやるぞ､風もよきやうに吹かしてやるぞ､神をたたえる声が天地にみちみちてうれしうれしの世となるのざぞ｡…ひふみ神示第4巻天つ巻/(あ[image: image6.png]


つまき)　第二十帖(127)
エピローグ

･龍蛇族系の頂点に立つ日本の天皇
･ワイタハ族とルカファミリー
･シリウスから地球にやってきてムー文明の建国にかかわり､その後､古代エジプトを経てこの地にたどり着いたという自分たちの長大な過去の歴史を記憶している｡
･さらに､驚かされたのは､シリウスから彼らと共に地球にやってきて､今もなお彼らを守護しているのが龍であること
･伝承によると長い間続いてきたストーンクロック(石の時代)は2009年の８月あたりから閉じられ始め､2011年１月７日～８日からウォータークロック(水の時代)という新たな時代に入ったのだという｡
･この時代は､女性性や調和が大切にされ､肉体と意識のバランスが保たれる時代となる｡この時代が始まる前には宇宙から氷の塊が落ちてきたり､地上の水が蒸発して大量の蒸気が出たりして､各地で洪水が発生することになる｡また､その他にもたくさんの苦しみが人類を襲う｡
･ワイタハ族の長老は地震前日の３月10日に東京に入り皇居で天皇陛下に謁見した｡更に万一のことがおこらないようにしばらく東京を離れずにいた｡(※？)
･日本の皇室の天皇は龍蛇族一族の最高位｡金龍が守護｡
･『先代旧事本紀大成経』に描かれた真実をワイタハ族の長老の口から聞くことになろうとは想像できなかった｡
･マヤ遺跡に見られる｢レプティリアン｣の痕跡

フーリオ･ロペス氏が新たにマヤ語を発見し､彼が新たに発見したマヤ文字の解読法によると､メキシコのモンテルアルバン遺跡など一部の古代遺跡には人類の祖先が｢レプティリアン｣や｢龍｣であると記録｡
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2012.2.10
■日月神示(ひつきしんじ､ひつくしんじ)は､神典研究家で画家でもあった岡本天明に｢国常立尊｣(別名､国之常立神)と呼ばれている高級神霊より自動書記によって昭和19年6月10日(終戦1年前)～36年9月1日(第三十七巻1帖)の約17年間に渡って降ろされたとされる｡
・数字記号の文字をひらがな漢字に訳したのが｢ひふみ神示(一二三神示)｣
■木村秋則氏の高校生のときから､幾つかの不思議体験

■私の読書記録より　

http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/sonota/4-ufo.doc
■最初は､高校時代に学校の帰り道､突然､世の中の時間がストップし､龍を見た体験｡
■35歳くらいのころ､見た幻視？幻想体験。

ギリシャ神話に出てくるようなソクラテス似の人がいて､そのソクラテス似の人が
｢そこにある板をこっちに移してください｡｣という｡
運び終わったあと､ソクラテス似の人に
｢この板は何ですか？…｣と尋ねると､
彼は､｢地球のカレンダー｡この1枚が1年分｣と答えたそうだ｡驚いて､｢これで全部終わりですが､あとはないんですか？｣と､また､尋ねたそうだ｡
彼は､｢ありません！｣
｢ないってことは､地球がないんですか？｣と尋ねた瞬間､目が覚めたそうだ｡
木村さんは｢地球カレンダー｣が何枚あったかをはっきりと覚えているが､ソクラテス似の人から
｢口外してはならない｣と口止めされたため､いまだに誰にも言っていない｡
木村さんは､最近になってマヤ歴の2012年終末説を知ったが､それよりは｢地球カレンダーは長い｣が､｢気の遠くなる程､長い期間でもない｣という｡
■宇宙人にＵＦＯに拉致された体験。

そこには木村さんと同じように連れてこられていた白人の男性と女性がいた｡
このＵＦＯ体験は夢ではないかと思っていたが､後になって､木村氏がたまたまテレビを見ていたところ｢宇宙人に連れ去られた経験がある｡他に…｣という女性が映っておりその女性が一緒にＵＦＯに乗っていた白人女性だった｡…この瞬間､ＵＦＯ体験は本当だったと思った｡
■それ以来､過去の龍と出会った体験や､地球カレンダーの件も真実なんだ､と信じるようになり､地球に残された時間は少ないと思い､何かを残さなければならないと､無肥料･無農薬リンゴの栽培に人生をかけたという｡
■｢地球カレンダー｣について

･木村氏は何枚あったか知っているようですが､絶対に口外しないと言っている｡
･気が遠くなるほど長い時間ではない､と言う｡
･2012年より長く､木村氏が生きているだろうと想像できる期間でしょう｡
･現在が61歳の木村氏の年齢から考えて､10年後くらい？(35歳当時の地球カレンダー枚数が36枚？)10年後は2020年
■マヤの長期カレンダーが2012年で終了するということを､当のマヤ族の長老ドン･アレハンドロは否定｡
http://www.y-asakawa.com/message/alejandro1.htm
ただし､そう遠くない日とも言っている｡
･地球カレンダーが終わるということは､一旦今の文明が終了するということでは？
どうもそのように思えてなりません｡
･2012年は闇の勢力にとって都合のいい(悪い？)タイミングで天変地異の危機を煽っているだけなのか？
http://calseed.blog31.fc2.com/blog-entry-20.html
･実際には2012～2020年前後に､何らかの地球レベルの危機が迫っているのかも知れません｡
■アヌンナキが誕生させたレプティリアン系という説

http://calseed.blog31.fc2.com/blog-entry-12.html
●浅川嘉富｢5次元入門｣より
･浅川氏の情報源は､世界中のチャネラーの中から､彼が信頼できるとおもわれる4人を選び､その4人のチャネリング情報を総合的に勘案して仮説をたてている｡
･宇宙人(地球外生命体)の存在についてポイント
■宇宙は創造神(主)が作った｡創造神が分裂し､星がうまれ､それぞれの星に生命体が生まれて行った｡
･宇宙は多次元である｡銀河系だけでも3次元から7次元で構成されている｡
■それぞれの次元に､さまざまな生命体がいる｡ヒューマノイド(人類)型､爬虫類型､クジラ型生命体など｡
･シリウス､オリオン座､琴座など､有名な星の多く生命体が存在し､精神的に進歩したもの､科学的に進歩したものなど､さまざまである｡
■人類の起源について－最初に地球を訪れたのは琴座人｡地球環境に適応するため､当時地球にいた霊長類の遺伝子を取り込み､約２５万年前にネアンデルタール人が誕生した｡その後､プレアデス星人も訪れ､遺伝子操作により約２０万年前にクロマニョン人が誕生した｡
･さらに､琴座人による遺伝子操作が繰り返され､人類の原型であるアダムとイブが誕生した｡

●デーヴィッド･アイク
｢竜であり蛇であるわれらが神々｣より
■現代の人類の直接的な起源を創造したのは､レムリアやアトランティス時代(１万５千年前～数万年前？)になってやってきた､レプティリアンだそうだ｡
■シリウスから来た生命体で､これがシュメール文明時代の遺跡に残されている神々が｢アヌンナキ｣の正体｡
･アヌンナキは､太古に誕生した人類の原型(他の異星人が創造した人類)に､さらに遺伝子操作を繰り返し､現在の人類に近い人類を誕生させた｡そして､人類を奴隷として労働に従事させていた｡
･アイク氏曰く､彼らはアヌンナキと人類の混血種とのこと｡更には､彼らは爬虫類人に変身できると｡(これはさすがに？)米国歴代大統領の大半を含め､いわゆるイルミナティと言われる者たちは､混血種の血筋をひいており､神､アヌナンキから地球支配を委託されている､と言う｡
・そうだとすると､数万年前から､アヌンナキ－イルミナティの実質的な地球支配が続いている､ということでは｡
･最終段階､2012年の世界統一政府の樹立ということ？
■木内鶴彦『生き方は星空が教えてくれる』2003.4.25

私の読書記録は　↓
http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/sonota/9-kiuchituruhiko.doc
●木内鶴彦　臨死体験を元に講演より

○宇宙の始まりや太陽系の始まりも､見てきた｡
・宇宙というのは､｢ひずみ｣から､始まった｡
・｢膨大な意識｣というものから､｢ひずみ｣が生まれ､そこから､宇宙が始まった｡
･最初の元素が水素で､それから､ヘリウムやリチウムなど､いろいろな元素ができ､太陽系ができたり､地球ができたりしたそうだ｡
○地球での生命体の始まりは､｢藻｣のようなものから｡
・心というのは､脳にあるのではない｡脳は､電算処理を行うコンピューターのような場所で､情報を解析したり､分析するだけだ｡
･｢進化というものは､ゆっくり起こるのではなく､突然変異で､ある日､急に起こる｣
･そして､その突然変異の進化は､やはり､｢ミトコンドリア｣から､始まるのだ｡
･地球の歴史も､実際はいわゆる歴史の教科書に書いてあるようなものとはまったく違っていた。

・最初の地球には月がなく､約１万五千年くらい前という比較的最近､巨大彗星として太陽系にやってきた。
･聖書の中の｢ノアの大洪水｣の話

･洪水以前の地球では人々は現在よりも2000メートル低い場所で生活し､寿命が数百年もあった｡
･寿命が短くなった根本の原因は現代人の生活スタイルが太古の昔に比べると一種の高山病のような状態の為｡
･他にも､月が来る前の地球には超古代文明があり､地下都市を建設して住んでいた｡地下都市を建設したのは､｢地上に都市を建設すると､植物たちを破壊するからやめよう｣と判断したから｡
･さらに､地上では､ＵＦＯのような乗り物に､乗って､移動していた｡
･他にも､現在､私たちが金星人だとか火星人だと呼んでいる太陽系内の宇宙人は､ノアの大洪水の時に地球からＵＦＯで避難した人たち｡
･もともとは､地球人だった宇宙人もたくさんいる｡
･地球の傍に､月が来てから人々の心に｢不安｣が生まれた｡それまでの地球には不安というものはなかった｡不安の大きな要因は月からの引力

･｢惑星｣という単語は､英語で｢planet｣｡
これは､｢plant(植物)｣と｢network(ネットワーク)｣からできた単語らしく｢惑星｣というのは｢植物たちがネットワークのように繋がっている場所｣という意味｡
植物たちのネットワークが壊れてくると惑星はバランスが悪くなる｡超古代文明の人たちはそのことをよく知っていた｡
○いわゆる､新しい肉体に霊体が入り込む時は｢個性｣というような人格はなく､無色透明のような｢まっさらな霊｣のエネルギーで入り込むとのこと｡
･いわゆる｢個性｣というのはこの｢まっさらな霊｣が｢遺伝子｣と反応して生まれるというのを､知識ではなく体験でわかった｡個性というのは主にＤＮＡのことだ｡
･今までに､亡くなった全ての人が自分の前世だ。
･｢輪廻転生｣という現象は､実際にはとても複雑で､見る角度によって､もっといろいろな解釈ができる｡
○木内さんの｢アセンション｣という現象の捉え方は､
｢未来は､人間の力で､切り開く｣という考え方｡
･｢地球はアセンションでどうなるのか？｣という他力本願の姿勢が目立つが､木内さんは｢地球をどうやってアセンションさせるのか？｣という自力本願の姿勢｡
・精神世界の人たちのほとんどが､なんとなく宇宙人を地球人よりも優れていて偉い､というような錯覚を覚えたり崇拝したりするような人も多い中で､木内さんは宇宙人と地球人を対等だと考えている｡それどころか､地球人であることに誇りや尊厳ももっていることを強く感じ､頼もしく感じた｡｢私は､地球人でいたい…｣という発言が､とても新鮮に感じた｡
●まとめ
・人類はサルから進化したものではない｡
・宇宙人が人類を創造した｡
・今後､その宇宙人との関係がどうなっていくのか｡…

【参考】大神神社 　Wikipediaより
･大物主大神(倭大物主櫛甕玉命)を主祭神とし大己貴神(おおなむちのかみ)少彦名神(すくなひこなのかみ)配祀｡
･日本神話－大国主神(大己貴神)は少彦名神とともに国造りをしていたが､国造りなかばにして少彦名神は常世に帰ってしまった｡大国主神が｢この後どうやって一人で国造りをすれば良いのだ｣と言うと､海原を照らして神が出現した｡その神は大国主の幸魂奇魂(和魂)であり､大和国の東の山の上に祀れば国作りに協力すると言った｡その神は御諸山(三輪山)に鎮座している大物主神である｡大物主神は蛇神であり水神または雷神としての性格を持ち稲作豊穣､疫病除け､酒造り(醸造)などの神として篤い信仰を集めている｡また国の守護神(軍神)､氏族神(太田田根子の祖神)である一方で祟りなす強力な神(霊異なる神)ともされている｡
『世界に散った龍蛇族よ！』　２-浅川嘉富　へ
